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◇�日本仏教の源流・中国仏教典籍を網羅した一大叢書『続蔵経』。その新纂にあたり編纂主任を務めた著者が、全

1671 経典中、330 経典について解題を付した、『続蔵経』研究の最良の手引書。

◇�『新纂大日本続蔵経』に収録した新発見の経典である、唐・浄眼『因明入正理論略抄』『因明入正理論後疏』の

解題も収録。

◇�各経典には、『大正新脩大蔵経』『卍続蔵経』『新纂大日本続蔵経』『台湾本卍続蔵経（CBETA）』の識別記号を記 

載。また各教典の著者と著作年代についても特記した。

◇�読者の便に供するため、「本書収録経典の『新纂大日本続蔵経』配列順索引」と「五十音順経典名索引」を収録 

した。

『続蔵経解題』
B5判／上製・クロス装・函入
497 頁
定価：本体 22,000 円＋税
ISBN978-4-336-07604-5

『新纂大日本続蔵経』について
　『新纂大日本続蔵経』全 90 巻の旧版『大日本続蔵経』（蔵経書院刊）は、1905 ～ 12 年

（明治 38 ～大正元）刊行。1902 年～ 05 年（明治 35 ～ 38）に刊行された『卍字蔵経』（『大
日本校訂訓点大蔵経』の通称）の続編であるため『卍続蔵経』『続蔵』とも略称される。
　『大日本続蔵経』には、『大正新脩大蔵経』に未収録の中国撰述書が収録される。華厳・ 
天台・真言・浄土・法相・律・禅など各宗の重要典籍をはじめ、他の大蔵経に未収録の貴
重文献、新発見の経典、各宗の碩学・名僧の著作・語録を豊富に収録した最後の本格的な
大蔵経である。
　新纂に際しては、旧版を全面的に整備。現代の学問研究に不可欠な①典籍番号、②体裁
の変更を施し、③欠巻典籍の補充、④新出資料の収録を行ない、⑤総目録・総索引を付した。
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庫
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『
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蔵
経
』
の
最
良
の
手
引
書
、
つ
い
に
刊
行
な
る
！

日
本
仏
教
の
源
流・中
国
仏
教
典
籍
を
網
羅
し
た
一
大
叢
書『
続
蔵
経
』。

そ
の
新
纂
に
あ
た
っ
て
主
任
を
務
め
た
著
者
に
よ
る
解
題
抄
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刊
行
に
あ
た
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て

�

河
村
孝
照

　

私
は
今
年
（
令
和
五
年
）
五
月
に
百
寿
を
迎
え
、
六
月
に
大
腿
骨
を
骨
折
し
て
救
急
車

で
病
院
に
運
ば
れ
た
。
二
ヵ
月
余
の
入
院
・
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
終
え
て
八
月
末
に
帰
宅
す

る
と
、
退
院
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
本
書
の
出
版
決
定
の
朗
報
が
届
い
た
。
嬉
し
い
限
り

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
の
新
纂
事
業
の
概
略
と
、
本
書
の
元
と
な
っ
た
小
冊

子
『
続
蔵
解
題
』（
一
～
一
三
）
の
執
筆
事
情
に
つ
い
て
略
記
す
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
旧
版
『
卍
続
蔵
経
』（
蔵
経
書
院
版
）
の
最
大
の
泣
き
所
は
、
学
術
論

文
等
の
典
拠
と
し
て
表
記
す
る
際
に
や
や
こ
し
い
記
述
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。『
卍
続
蔵
経
』
は
全
体
が
二
編
に
大
別
さ
れ
、
各
套
に
二
段
組
の
和
装
本
五
冊
が
入
る

体
裁
で
あ
っ
た
。
該
当
頁
を
示
す
に
は
、「
卍
続
・
一
・
一
八
・
五
・
三
四
丁
・
表
・
上
」
な

ど
と
表
記
し
、
こ
れ
で
、「
卍
続
蔵
経
、
第
一
篇
、
第
一
八
套
、
第
五
冊
、
第
三
四
丁
、
表

頁
、
上
段
」
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
学
術
研
究
論
文
に
引
用
す
る
に
し
て
も
、

索
引
等
を
作
る
に
し
て
も
、
そ
の
表
記
に
難
渋
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

仕
様
を
『
大
正
蔵
経
』
の
形
式
に
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』（
国
書
刊
行
会
発
行
）
で
は
洋
装
本
・
Ｂ
５
判
・
三
段

組
に
改
め
、
該
当
頁
を
、「
続
蔵
⑧
二
五
九
ａ
（
続
蔵
経
第
八
巻
、
二
五
九
頁
、
上
段
）」

と
簡
潔
明
瞭
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
新
編
纂
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
発
見
の
経
典
（
唐
・
浄
眼
『
因
明
入
正
理
論
略
抄
』『
因
明
入
正
理
論
後 

疏
』）の
増
補
や
新
機
軸
を
工
夫
し
、昭
和
四
八
年（
一
九
七
三
）か
ら
平
成
元
年（
一
九
八
九
）

ま
で
、
一
六
年
を
か
け
て
全
九
〇
巻
が
完
結
し
た
。

　

私
は
新
纂
作
業
の
主
任
と
し
て
、
新
編
纂
に
当
た
り
各
資
料
の
序
・
跋
・
刊
記
・
識
語

等
に
注
目
し
て
、
各
資
料
の
性
格
を
把
握
す
る
の
に
便
を
得
て
い
た
。
序
・
跋
を
読
み
進

む
と
実
に
面
白
い
。
教
義
の
集
約
も
あ
れ
ば
人
物
伝
も
あ
り
、
歴
史
の
紹
介
も
あ
り
、
執

筆
の
動
機
も
あ
り
、
読
ん
で
い
て
飽
き
な
い
。
そ
の
面
白
さ
を
、
序
文
に
そ
い
な
が
ら
紹

介
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
本
書
の
出
発
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
私
は
『
続
蔵
解
題
』
と
題
し
て
、『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
の
編
纂
を
開
始
し

て
一
〇
年
目
の
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
第
一
冊
目
を
自
費
制
作
し
、
関
係
者
に
配

布
し
た
。
幸
い
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
た
た
か
い
激
励
の
声
を
受
け
た
。
そ
れ
に

鼓
舞
さ
れ
て
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
完
結
九
年
後
の
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
ま
で
に
、

計
一
三
冊
を
発
行
し
た
。
本
書
は
、『
続
蔵
経
解
題
』
と
題
し
て
そ
の
一
三
冊
を
一
書
に
ま

と
め
、
読
者
の
便
に
供
す
る
た
め
配
列
順
、
経
典
名
の
五
十
音
順
索
引
を
新
た
に
付
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
私
の
悲
願
の
一
つ
で
あ
っ
た
『
続
蔵
解
題
』
が
国
書
刊
行
会

か
ら
出
版
さ
れ
る
機
会
を
得
た
こ
と
に
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
肩
の
荷
の
一
つ
を
下
す
こ

と
が
出
来
た
よ
う
な
深
い
感
慨
を
覚
え
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
書
は
ひ
と
え
に
『
続

蔵
解
題
』
一
三
冊
の
小
冊
子
の
散
佚
を
防
ぐ
た
め
に
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
、『
新
纂
大

日
本
続
蔵
経
』
全
一
六
七
一
経
典
中
の
、
主
要
経
典
な
ど
三
三
〇
経
典
の
解
題
で
あ
り
、 

『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
の
全
解
題
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
続
蔵
経
』
と
い
う
宝
の
山

に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
金
鉱
脈
が
あ
る
。
た
と
え
ば
続
蔵
経
中
の
人
物
伝
を
拾
っ
て
頂
け

れ
ば
僧
伝
・
仏
教
史
と
も
な
り
、
宋
代
以
降
の
資
料
が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

充
分
研
究
に
堪
え
う
る
と
思
う
。
中
国
仏
教
、
お
よ
び
中
国
仏
教
史
に
手
を
染
め
ら
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
続
蔵
経
の
序
・
跋
資
料
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
若
き
研
究
者
は
ぜ
ひ

研
究
の
金
鉱
脈
を
掘
り
出
し
て
そ
れ
を
世
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
う
。
そ

し
て
い
つ
か
若
き
研
究
者
が
続
蔵
経
の
全
解
題
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
も
望
ん
で
い
る
。

　

本
書
が
そ
う
い
っ
た
『
続
蔵
経
』
の
あ
ま
ね
く
研
究
の
手
引
書
の
一
つ
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
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組見本（原寸49%縮小）

（本文）

（索引一）（索引二）

編
著
者
略
歴

河
村
孝
照
（
か
わ
む
ら
・
こ
う
し
ょ
う
）

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
生
ま
れ
。
東
洋
大
学
教
授
、
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
加
歴
三
〇
六
世
貫

首
を
歴
任
。
日
本
伝
統
文
化
研
究
所
所
長
。
文
学
博
士
。

『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』（
全
九
〇
巻
）
編
纂
主
任
。『
阿
毘
達
磨
論
書
の
資
料
的
研
究
』 『
有
部
の
仏
陀
論
』

『
俱
舎
概
説
』『
法
華
経
概
説
』『
日
蓮
聖
人
五
大
部
傍
註
通
解
』
な
ど
著
書
多
数
。


	omote.pdf
	naka

